
半

令
不 □
8年
度
給
与
支
払
報
告
書
提
出
に
つ
い
て
の
お
願
い

令
和
ア
年
11月
 
茨
城
県
つ
く
ば
市

日
頃
か
ら
、
本
市
の
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
本
年
も
報
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
下
記
事
項
に
ご
注
意
の
上
、

令
和
8年
2月
2日
(月
)ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

給
与
(住
民
税
)担
当
 
御
中

<給
与
支
払
報
告
書
(総
括
表
)>こ

1.総
括
表
に
印
字
さ
れ
て
い
る
内
容
に
誤
り
や
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
赤
字
で
訂
正

し
て
く
だ
さ
い
。            :

2 
「
受
総
者
総
人
員
」
欄
に
は
、
1月
1日
現
在
に
お
い
て
給
与
等
の
支
払
を
受
け

て
い
る
ぎ
(他
市
区
町
村
分
を
含
む
。)の
総
人
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3。
「
つ
く
ば
市
へ
の
報
告
人
員
」
欄
に
は
、
つ
く
ば
市
に
対
し
て
「
給
与
支
払
報
告

書
(個
人
別
明
細
書
)」
を
提
出
す
る
者
の
人
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4.報
告
人
員
が
い
な
い
場
合
、
総
与
支
払
報
告
書
(総
括
表
)の
提
出
は
不
要
で
す
。

つ
く
ば
市
役
所
 
財
務
部
 
市
民
税
課

〒
305-8555
茨
城
県
つ
く
ば
市
研
究
学
園
―
丁
目
1番
地
1

TEL 0 2 9-883-1111 
内
線
2810～
2813

<給
与
支
払
報
告
書
(個
人
別
明
細
書
)>

※
給
与
支
払
報
告
書
(個
人
別
明
細
書
)は
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
。
様
式
に
つ
い
て
は
、

管
轄
の
税
務
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

1.氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
ふ
り
、
生
年
月
日
と
個
人
番
号
を
言己入
し
て
く
だ
さ
い
。

2.扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
、
被
扶
養
者
の
氏
名
、
個
人
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3.支
払
金
額
に
前
職
分
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
前
職
の
給
与
支
払
者
・
所
在
地
・
支

払
金
額
・
源
泉
徴
収
税
額
・
社
会
保
険
料
の
金
額
・
退
職
年
月
日
を
摘
要
欄
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

4.確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
の
分
も
、
給
与
支
払
報
告
書
(個
人
別
明
細
書
)を
ご
提
 
一

出
く
だ
さ
い
。

市
町
村
コ
ー
ド
 082201
※
切
り
取
つ
て
宛
名
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
r

―
:)菊
〔
|

〒
305-8555
茨
城
県
つ
く
ば
市
研
究
学
園
一
丁
目
1番
地
1

つ
く
ば
市
役
所
 
財
務
部
 
市
民
税
課
 
行
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※
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
、
普
通
徴
収
切
替
理
由
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
又
は
該

当
す
る
理
由
が
な
い
場
合
は
、
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。
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【囀
由
態
蛹
道
叫
脳
巴
酬
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削
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囀
曲
藍
知
菖
叫
脳
辟
硼
可
′
囀
曲
藍
掲
畔
鞘
３
が
脚
郁

（呻
＞
１
囀

「
）
畔
却
斗
゛
③
【
♯
ｏ

日

峠
曲
馨
靖
耐
鞘
３
が
脚
絲
荷
鞘
朕
⊂
′
哨
曲
球
角
百
芭
こ
叫
湖
か
瓢
お
蝶
功
写
か
舗
ゆ
弾
′
畔
限
叫
か
鴻
冊
Э
針
直

「汗
鮮
」
勘
百
汗
鮮
耐
削
＞
⊂

訃
咄
料
丼
銚
叶
醐
併
章
陣
バ
前
圧
⊂
【
Λ
祀
磯
τ
ｏ

い

囀
曲
蒔
蛹
百
畔
朕
群
が
琲
ウ
τ
か
飾
¢
弾
′
胡
図
Э
併
針
⊂
畔
敵
難
掲
③
琲
ｅ
菌
汗
翌
温
苗
醐
③
卦
百
珈
汀
⊂
ノ
誘
訥
珊
ぉ
き
③
箇
汗
翌
吊
苗
咄
併

ゆ
謝
⊂
バ
前
臣
⊂
バ
Λ
洸
俄
τ
ｏ

ヽ

峠

田
弾
Ｗ
部
が
あ
咄
百
め
柵
磯
討
バ
蔀
翌
馨
掲
併
針
が
国
議
即
朕
蝶
針
髄
ウ
４
坤
併
軒
こ
叫
辞
ｏ

○
前
臣
部
③
蒻
こ
琲

○
峠
簡
藍
知
菖
叫
闇
巴
咄
ｅ
削
赳
迪

普 通 徴 収 切 替 理 由 書

○普通徴収とする場合は給与支払報告書 (個人別明細書)の摘要欄に該当する符号 (普 A、 普 Bな ど)を記入

してください。

○この普通徴収切替理由書の提出がない場合、原則どおり、特別徴収対象者となります。

○この普通徴収切替理由書で普通徴収として申し出ても、確認の結果、特別徴収となることもあります。

菌
汗
翌
飼
菌
酬

畔
曲
藍
蛹
菖
叫
闇
研
岬

菌
汗
翌
温
菌
珊

誘
訥
珊

市阿村名 つ くば市 指定番号

普 通 徴 収 切 替 理 由符 号 人  数

給与支払者の

氏名又は名称

人

普 A
総従業員数が 2人以下

(下記階 B」 ～「普F」 に該当するすべての (他市区町村分を含む)従業員数を差し引いた人数)

人

普 B
他の事業所で特別徴収

(例 :乙欄該当者)

人

普 C
給与が少なく税額が引けない

(例 :年間の給与支払額が103万円以下 )
人

普 D
総与の支払が不定期

(例 :給与の支払が毎月でない)

人

普 E
事業専従者

(個人事業主のみ対象 )

人

普 F
退職者又は5月末日までの退職予定者

(休職・育児体業含む)

人

普通徴収合計人数
ヽ

峠

商

畔

蛹

ヨ

叫

脳

研

酬

誌
睛
料
詳
蝋
Э

凧
鹸
潤
再
雨
群

糾
目
謙
凍

≫
≫
＞
＞

辞
出
中
辞

じ
∧
亮
剖

誌
耐
螂
帥

お
呻
い
ヽ
頓

畔
曲
盛
知
∽
叫
汗
薄

Ｌ

「

畔

ｍ

囀

９

峠

∩

眸

ω

眸

＞

嚇

珀

商
鐸
蝋
漁
苺
い
前
汁
田
射
な
Э
商
郎
】
測
蝶

（芽
輝
　
軸
涌
芽
器
酎
６
）

燭
器
釧
鳶
蝶

（菌
汗
州
淋
冊
Э
禅
灘
増
）

お
中
Э
料
ド
功
到
耐
墾

（菖

”
訃
咄
Э
料
ド
レ
耐
渤
お
け
写
）

誌
咄
ウ
亭
叶
Λ
誠
魁
じ
箭
一こ
針
写

（迪

一
常
酬
Э
お
晰
糾
鮮
鰯
ウ

一
ｏ
ω
削
調
髭
引
）

き
Э
慨
難
即
心
蔀
翌
難
角

（迪

一
出
惑
鯉
朕
蝶
）

論
謙
雅
測
磐
遊
Ｎ
汗
髭
引

（ヨ
出
節』
巳
―
冦
葛
〓
ｆ‐即
ば
４
心
♯
力
Ａ
Θ

（き
ユ
図
目
営
ゆ
耐
ゆ
０
）
鳶
服
コ
臀
ヽ
耐
⊂
聖
，
ド
痒
聾
）

峠

曲

暉

知

芭

叫

耐

辟

“
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